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勢
力
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市
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何
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祉
交
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枇
舎
の
相
官
能
を
啓
を
個
人
の
性
格
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献
す
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路
大
な
る
か
を
論
悼
ん
と
欲
ず
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思
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コ
ユ
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目
的
怒
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第
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止
の
慨
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静
止
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動
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搬
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ら
ホ
ヘ
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枇
合
上
総
紳
上
亦
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ア
ル
・

な
る
一
般
合
的
砂
場
ジ
ユ
ル
ケ
}
ム
氏
ば
廿
火
葬
「
壮
合
的
分
業
」
に
於
三
分
業
の
皮
は
一
般
舎
の
大

3
と

4

4

川崎
4

h

、

と
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a

純
度
仁
王
北
し
、
若
し
分
県
泌
が
一
枇
舎
の
夜
艇
に
辿
れ
て
絶
え
ヂ
迩
歩
す
よ
」
す
れ
ば
、
夫
は
枇
舎
が

ゲ
イ
ナ
ミ
ヅ
グ

絶
え
ボ
J

籾
殺
に
な
l

り
且
常
仁
膨
脹
す
る
が
潟
な
よ
ツ
」
と
論
断
し
其
後
彼
は
瓦
じ
動
的
校
皮
と
物

質
的
特
皮
と
の
差
別
を
立
て

て
一
件
ぴ
之
を
詳
論
し
、
文
人
ソ
日
く
「
軍
一
大
な
る
社
合
滋
歩
の
根
本
的

原
阪
は
一
般
舎
内
部
の
組
織
に
於
て
求
め
ら
れ
ぴ
る
べ

か
ら
ポ
ノ
、
而
し
て
此
依
件
に
漉
ふ
所
の
ニ

伺
の
性
質
あ

b
、一

は
↓
枇
合
単
位
の
激
仁
し
て
投
合
一
目
す
れ
ば
枇
舎
の
量
な
よ
ツ
、
一
は
人
民
袋
入
甘
の

皮
仁
し
て
吾
人
の
動
的
将
皮
と
織
す
る
も
の
な
1

り
。
此
動
的
協
何
度
と
は
純
然
大
る
人
口
A

批
援
の

滋
義
に
あ
ら
ボ
ノ
、
何
と
な
れ
ば
業
近
接
す
る
個
人
若
く
は
寧
ろ
個
人
の
群
が
瓦
仁
粉
神
的
仁
隣

隔
し
居
る
時
は
何
等
の
結
果
を
も
生
性
診
る
べ
を
を
以
て
な
よ
ツ
。
然
ら
ば
此
動
的
礎
皮
と
は
何

を
指
す
や
と
一
五
ふ
に
只
是
れ
粉
紳
的
の
鱗
按
に
外
な
ら
み
少
し
て
彼
物
質
的
側
捺
の
如
廷
は
只

之
を
輔
助
ず
る
仁
過
ぎ
歩
、
叉
会
く
粉
紳
的
側
位
以
の
結
闘
が
な
る
事
宅
砂
わ
ら
歩
:
:
:
:
-
j
i
t
-
-
:
:
:
・而

し
て
薬
物
質
的
密
皮
と
一
五
ふ
は
揮
に

一
定
の
卒
商
に
於
け
る
人
口
の
多
少
を
指
ず
の
み
な
ら

安
、
叉
交
遊
及
運
搬
の
方
絡
の
設
展
、
、
乞
も
合
め
る
も
の
に
し
て

一
般
に
動
的
密
度
と
同
一
の
歩

部
分
が
互
に
接
近
せ
ん
と
す
れ
ば
彼
等
は
先
づ
共
滋
を
闘
か
な
る
べ
か
ら
歩
。
而
し
〈
他
の
日

方
に
於
て
は
相
互
聞
の
間
献
が
彼
等
仁
防
磁
と
な
ら
ポ
ヘ
叉
は
隣
磁
が
事
費
ム
除
去
せ
ら
れ
枇

1 

る
時
じ
の
み
相
互
間
の
閥
係
を
生

b
得
べ
け
れ
ば
な

b
d
m
れ
ど
も
是
に
は
多
く
の
除
外
例
あ

ら
て
若
し
晋
入
、
が
常
に
物
質
的
疲
皮
に
依
λ

ツ
〈
祉
舎
の
紛
糾
的
集
中
の
皮
を
剣
断
せ
ん
と
せ

ば
時
じ
重
大
な
る
誤
謬
に
陥
る
乙
と
あ
る
ぺ

し
一
再
々
」
と
。

此
問
題
仁
就
て
論

b
、
花
る
略
者
は
此
外
じ
も
廿
一
(
数
少
か
ら
?
と
雌
号
、
例
凶
の
グ
ヤ
コ
ピ
ー

、 4 一、、..寸ず、 e、，'，.“.

一 ‘

氏
及
オ
ー
ダ
シ
氏
が
統
計
的
に
之
を
説
明
せ
ん
と
し
党
る
は
最
も
注
目
す
ぺ
を
も
の
な
F

り。千

八
百
必
十
四
年
マ
ド
リ
y
ド
に
於
け
る
王
立
瞥
皐
々
士
倉
院
じ
於
て
人
間
の
絢
伐
と
滋
停
と

の
関
係
を
以
て
研
究
問
題
と
な
せ
る
仁
俄
図
の
ポ
ー
ペ
ジ
ヤ
ゴ
ピ

l
(
び
ロ
ニ
pnoσ
可
)
氏
は
此
欧
州

に
闘
し
一
番
を
装
し
て
詳
論
ず
る
所
あ
よ
ツ
呉
結
果
同
感
士
合
院
の
外
員
に
選
ば
れ

t
lり
。
其
殺

は
ー
遺
体
と
の
関
係
よ

b
見
文
み
人
間
絢
総
論
」
(
何
昨
日
仏
印
印
刷
ロ
ユ
μω
会
n
氏。ロ仏伊ロ
ω
ω
8
2
3
0門
付

ω
刊
誌
の
円
ザ

今
広
広
島
印

N
5
o
s
g印
)
に
し
て
其
第
一
絡
は
勢
力
論
第
二
絡
は
才
能
論
な
L
y
o
才
能
論
の
第
四
本

じ
多
数
名
士
の
姓
名
を
共
出
生
地
に
依
[
り
て
排
列
し
以
て
ん
口
の
密
度
は
人
才
路
出
の
設
要

な
る
原
因
な
る
乙
と
配
示

3
ん
と
せ
る
分
も
の
な
ん
Jo
彼
れ
の
感
げ
な
み
名
士
は
十
八
世
紀
じ
於
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一
一
関
凡

uよ

げ
る
倣
図
人
に
し
て
共
数
一
一
一
百
三
十
}
人
、
千
八
百
三
十
六
年
の
倣
閣
の
セ
シ
サ
ス
を
基
礎
と

せ
る
る
の
な
よ
り
。
此
の
如
く
し
て
彼
は
大
髄
に
於
て
人
口
の
密
度
と
人
物
の
綾
生
と
は

E
比
ず

る
替
の
な
る
乙
と
を
接
見
せ
ι
ツ
と
て
論

b
て
臼
ふ
「
藤
義
に
於
け
る
究
明
邸
中
り
人
民
の
相
官
カ
的

滋
徳
的
性
質
、
一
枇
合
的
政
治
的
科
率
的
生
活
の

一
定
の
依
件
の
複
合
憾
と
し
て
の
究
明
は
多
少

界
限
せ
p
り
れ
セ
る
地
上
仁
於
る
人
口
銭
集
の
結
果
な
よ
ツ
と
は
寄
人
の
到
達
し
得
大
る
結
論
な

b
o
A
A
は
粧
台
的
生
活
が
日
々
複
雑
に
な
よ
り
盆
激
烈
な
る
相
官
力
的
活
動
を
要
求
す
る
に
琵
れ
る

結
阿
部
な
る
と
同
時
仁
、
既
に
形
成
せ
ら
れ
北
る
人
口
の
集
中
地
以
活
気
あ
t
リ
相
官
カ
あ
る
人
民
を

誘
引
し
て
業
生
地
を
棄
て
し
め
北
る
じ
依
る
、
是
等
の
吸
収
力
拡
人
口
集
中
地
の
数
と
共
に
増

大
し
叉
究
明
の
皮
と
共
に
誕
歩
ナ
、
故
に
究
明
業
者
と
人
口
の
密
度
及
人
口
集
中
地
の
放
と
の

問
に
は
因
果
的
関
係
を
有
す
る
唱
の
に
し
て
是
等
の
ニ
依
件
は
積
極
的
じ
丈
切
の
皮
を
示
し

}
倒
的
諮
地
方
に
於
け
る
究
明
の
皮
を
計
量
す
る
の
標
準
花
る
乙
と
を
得
ぺ
し
L

彼
は
此
の
如
ヂ
パ

を
自
信
カ
を
有
せ
よ
リ
之
雌
今
式
統
計
表
な
る
唱
の
を
日
ル
る
仁
先
づ
一
英
第
}
…
糊
仁
は
倣
図
務
鯨

加
が
A

B

阪
に
排
列
し
、
第
一
一
欄
仁
は
十
八
世
紀
に
於
げ
る
各
鯨
出
身
の
著
名
の
士
の
人
口
十

第
凶
欄
に
・
は
各
師
側
為
一
人
口
仁
識
す
る
各
様
都
市
人
口
の
百
分
比
例
を
載
せ
食

L
Y
J
ヤ
ゴ
ピ
!

氏
は
自
ら
此
統
計
に
依
て
人
口
、
と
人
物
と
の
一
.
闘
係
を
後
見
し
符
食

b
と
す
る
号
、
苦
人
の
見
る

所
に
て
は
此
表
の
み
仁
て
は
只
勝
臓
と
多
少
人
口
特
集
の
地
に
は
多
数
の
人
物
あ
る
が
如
を

形
泌
を
認
る
の
み
仁
て
、
決
し
て
之
を
以
て
明
磁
な
る
語
録
と
な
し
難
き
唱
の
ゐ
F040
恭
セ

I
ヌ

騒
が
一
平
方
キ
甘
メ
!
ト
ル
の
人
口
二
千
三
百
二
十
必
人
仁
し
て
地
方
人
口
仁
潤
す
る
都
市

λ
日
の
百
分
比
例
は
九
十
八
入
、
共
出
身
人
物
の
数
は
人
口
土
問
主
制
し
て
六
十
九
人
の
多
数

な
る
は
粉
ジ
ヤ
ゴ
ピ
!
氏
の
設
を
助
く
る
じ
似
大
れ
ど
る
}
方
に
於
て

1

1

ト
ド
ー
ル
鯨
が

ι

，
 

r
 .‘.』

• 
白'
F
 
-、
φ

.

 

‘

?

 

• 
、、‘

一
卒
・
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
凶
十
凶
入
の
密
度
じ
し
〈
都
市
人
口
の
百
分
比
例
は
健
仁
二
十
二
人

な
る
仁
実
出
身
・
個
人
物
の
数
は
人
口
十
高
じ
っ
き
二
十
五
人
の
比
例
を
示
し
人
才
輩
出
の
順
番

に
於
て
は
俳
圏
諸
際
中
第
五
位
を
占
む
る
仁
、
他
の
一
方
V
L

於
て
ノ

l

ル
Mm
は
人
口
の
密
度
は

百
八
十
て
都
市
人
口
の
劉
は
五
十
五
人
の
多
数
な
る
に
共
産
出
せ
る
人
物
は
僅
々
回
人
に
し

て
、
諸
勝
中
安
に
鋳
必
十
二
位
を
占
ひ
る
が
如
を
は
其
最
も
極
端
な
る
も
の
じ
し
て
誕
他
之
仁

次
で
宥
渇
す
べ
か
ら
ぎ
る
除
外
例
甚
だ
多
く
到
応
是
よ
i

り
し
て
珠
定
の
結
論
を
引
を
難
し
。
忠
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ふ
仁
丹
V

ヤ
ゴ
ピ

1
氏
の
統
計
が
此
の
如
く
充
分
な
る
給
某
を
興
八
ぎ
よ
リ
し
は
表
其
者
の
銅
製

都

市
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援
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4
E
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コ
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ー

都

市

主

人

物

誕

生

と

の

関

係

。

一

一

五

O

内
外

L
な
を
得
、
d

る
に
旭
凶
せ
る
唱
の
ら
如
し
ι
印
ち
叫
ν

ャ
ー
ピ

i
mん
は
斯
の
如
く
繁
雑
仁
し
て

効
果
少
き
方
訟
を
収
ら
ん
よ

b
は
仰
や
ろ
践
に
大
都
市
じ
は
幾
何
の
人
物
を
生

b
小
都
也
仁
は

為。

幾
何
、
地
方
に
は
幾
何
と
計
算
し
之
を
比
較
ナ
ベ
が
よ
リ
し
な

bo而
し
て
此
方
向
に
共
調
査
を
滋

め
多
大
の
好
結
果
を
伴
大
る
唱
の
を

y
プ
イ
ア
大
事
の
数
段
併
閥
人
ア
ル
フ
レ
、
ォ

i

ダ
ン
阻
ん

(b'HraoaHM)
と
す
。

オ
ー
が
/
シ
氏
以
余
が
先
に
論

b
t
る
如
く
(
本
誌
第
一
容
第
五
減
点
。
照
)
議
名
目
公
平
な
る
総
皮

を
以
て
人
物
溌
生
と
外
界
ー
に
の
関
係
を
論

b
北
る
勝
者
な
よ
り
。
統
計
家
の
快
加
は
一
五
ふ
迄
も
な

く
白
己
の
汲
定
せ
'
る
結
論
仁
迷
せ
ん
が
郊
に
或
は
故
滋
に
演
は
鉱
山
意
識
仁
自
説
に
好
都
合
な

る
材
料
の
み
を
蒐
集
し
、
成
以
強
て
白
践
に
合
す
ふ
様
之
を
排
列
し
、
此
の
如
〈
し
て
英
数
字
を

し
て

一
積
の
総
燥
を
一
一
汗
せ
し
め
自
ら
欺
を
人
を
談
F

り
て
徐
々
、
党
る
仁
ゐ

b
。
然
る
に
オ

i

ダ
y

同
ん
の
蒐
集
せ
る
材
料
は
庇
く
古
今
に
一
H
b
之
を
使
用
す
る
乙
と
接
、
花
般
五
に
凡
て
事
物
を
表

、、."‘・ι唱1・J
“・蝿‘槍白血轟‘ー.晶

悲
オ

l

〆
シ
氏
の
材
糾
を
採
れ
る
範
闘
は
質
に
十
回
世
組
以
降
十
九
世
紀
迄
の
問
仁

ιて司王

世
紀
以
前
じ
は
今
日
の
意
義
じ
於
け
る
科
患
者
な
る
も
の
極
め
て
少
数
且
無
勢
力
な
ム
ツ
し
を

:i 

t
1
3
-

• 

以
て
今
日
記
~
其
名
の
体
は
ら
し
も
の
甚
だ
少
く
、
悲
が
潟
仁
科
皐
者
な
る
唱
の
ー
も
後
平
な
る
統

計
を
得
る
た
と
殆
ん
ど
不
可
能
の
事
に
溺
す
。
故
仁
統
計
仁
熔
周
せ
ら
ふ
べ
さ
人
物
の
税
煩
を

-ーー
e 

丈
感
者
の
如
尚
己
最
近
五
世
紀
ど
議

b
て
最
も
販
薬
な
る
階
級
に
限

'h
し
は
却
て
策
を

m
w
t
る

-
も
の
な
ら
ん
か
。
但
し
オ

1

〆
y

氏
の
榔
し
て
女
感
者
と
一
五
ふ
は
我
邦
の
所
間
究
家
と
一
五
ふ
が

'
知
念
-
法
裁
を
有
ず
る
も
の
仁
し
て
必
ホ
ノ
し
も
美
究
家
の
み
を
合
め
る
も
の
仁
あ
ら
ヂ
。
品
問
題

."';'".'ヶ、・“ l亡、、. 
‘、，

の
如
何
仁
係
ら
ホ
ノ
凡
ペ
て
後
怯
仁
徳
ふ
る
仁
即
応
る
べ
を
箸
践
を
な
し
食
る
人
を
指
せ
る
も
の

仁
し
て
中
広
は
ラ
プ
ラ
ス
、
J

プ
マ
ル
グ
、
キ
ユ
グ
イ
エ
の
如
を
科
皐
者
を
も
匂
合
し
事
変
上
凡
て

の
側
関
態
者
を
制
服
榔
し
応
る
よ
し
一
五
ふ
宅
不
可
な
を
に
似

t
Aぷ
似
れ
が
此
の
如
く
し
て
得
、
文
る

人
物
の
ふ
・
…
数
は
六
寸
三
百
八
十
二
人
仁
し
て
悲
は
γ

始
め
蒐
集
し
食
る
一
一
向
ご
…
一
一
千
人
の
中
よ
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‘
り
懇
掠
し
牝
る
も
の
な
F

り
。
彼
は
之
を

B
O門
戸
門
(
秀
才
)
と
呼
び
次
仁
此
六
千
一
一
一
百
八
十
二
人
の
中
よ

1
0
・
'
一
見
仁
阪
栽
な
る
も
の
千
百
三
十
六
人
を
怒
ぴ
て
之
を
在
日
ロ
け
(
英
才
)
と
名
づ
け
一
見
広
英
中
よ

t
り
百
四
十
閑
人
の
品
川
8
2切
(
天
才
)
を
慾
ぴ
大
1

り
。
彼
は
先
づ
悲
等
の
人
物
の
生
地
を
調
査
し
て
人

都

布

之

人

物

幾

生

乏

の

関

係

日一況日

、、、



都

市

と

人

物

殺

生

と

の

関

係

一一五

物
務
以
ル
T

一
と
地
勢
翁
係
人
穏
の
如

を

白

然

力

と

の
問
に
何
等
わ
強
惜
し
を
、
連
絡
あ
る
わ
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と

L

ど
も

み

I
&
0
1

何
等
の
結
論
+
ど
も
得

る
乙
と
能
は
ぎ
1

り
を
(
本
誌
第
二
容
第
五
就
参
照
)
オ

は
瓦
仁
宗
数

数

育

等

の

調

査

を

な
し
進
ん
で
人
口

の
取
引
皮
と
人
物
議
生
と
の
関
係

ピ

i
氏
よ
・
ち
も

は
府
精
織
な

る
方
泌
を
以
て
研
究
し
大
よ
り
。

氏
が
如
上

の
日
的
を
以
て
編
製
し
み
ん

る
ふ
一
演
中
最
強
霊
要
な
る
唱
の
一

夕、

ン'

J干

プ
ロ
グ
ア
シ
ス

は
倣
鴎
詩
州
及
甘

レ

y
、
及
端
西
の

ん
。
先
づ
共
内
最
唱
簡
易
な
る

を
梯;

究
し

ダ

氏

を

ク

ヤ

b-a-一-

一一一を
血
小
げ

郎
、
白
耳
議
の
如
合
・
}。u
悶

戚
ル
仙
の
下

に

在

る

諸

地

方
i'L
北
(
地
に
出
生
せ
る
感
者

の

数

を

恕

げ

之

に

業

年

放

を

添

ヘ

?と
る

H
U

の
な
t
り。

E--aE' l
 

E
H
q
f
 

(
吋
円
O
〈
山
口
門
町
山
)

M
.
3
5
m自
由
ぽ

M
v
h
o
P
2
M
o
w
~
r吋
伸
。

U

吋
司
O

」可。ロ
0
0

H
じ
い
可

O

ロロ
H
F
g

ド
O
Mリ

g一官。

同
hmv凶
向
ロ

ω凸
0
0

ハ
南
部
〉

. 

O
H
M
P
g
z
 

切】
1
0伸
向
的
H
H
O

Q
U切
の
H
H

ロ。

ハ
西
部
〉

時

c
u
g
M
5
M
L
Pぷ
o
J
民
mw
山口。

;;¥!子噌 1 “・・‘，...~ 

国
04H吋
問
。
m
川口
ω

切
回
目

ω
加。

Q
U
U
可。ロロ@

ハ
東
部
〉

ovpg〕V
H
H
肉
口
。

H
h
u
白

A
M
O
P
8
0
0

い
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W
M
o
g
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m
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凶
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O
口
問
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M
M
V
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山
宮
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H
H
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此
表
を
一
見
す
れ
ば
何
づ
れ
の
州
に
於
て
も
人
物
を
産
出
す
る
の
賂
に
於
て
は
都
市
が
怒

仁
地
方
に
俊
る
乙

2
・
火
を
陥
る
よ
よ
リ
一
一
切
な
よ
リ
。

J 

都

市

と

人

物

協

抗

生
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出。日
4
・5
d
A
g
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m
u吋
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VOB長

，白

m
H
F
J
1
0
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M
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H
M
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m
n
o
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ハ
北
部
〉

(
防
表
忙
於
て
示
ず
所
は
限
者
の
樹
立
政
に
L
て
路
例
に
あ
b
ず〉

只
除
外
例
と
す
べ

.C 

同一五回

-1;2 

一一弓一

~ .、‘・
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-匂

を
は
最
後
の
北
一
ア

Y

グ

ト

吋
ノ
グ
の
み
。

業
他
は
都
市
は
大
抵
地
方
の
二
倍
以
上
の
尊
者
を
生

b
たよツ。

シ
テ
と
イ
ペ
ド
、
フ
フ
ン
ス
の
み
以
郁
郎
患
者
の
数
大
差
な
し
。

て
此
の
如
き
現
象
を
生

b-r
る
は
呉
原
因
不
明
な
れ
ど
が
も
イ
ル
、
ド
、
フ
テ
シ
ス
仁
於
る
具
現
出

ごf

プ
一
プ
シ

は
奨
首
都
は
ず
〆
ぷ

ル
サ
イ
ユ
に
し
て
、
共
地
方
の
部
仁
計
上
司
c

れ
な
る
唱
の

:〆J

一
部
と
一
五
ふ
ぺ

盟
の

を
唱
の
甚
だ
多
を
が
潟
な
ん
/
、

瓦
に
倣
倒
を
地
勢
に
依
F

り
六
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部
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区
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プ
ブ
シ
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此
の
如
く
資
数
仁
操
L
ツ
て
比
較
す
る
宅
都
市
が
地
方
よ
『
り
も
訟
に
多
く
の
臨
場
者
を
生

b
、文

る
を
知
る
ぺ
く
而
し
て
資
際
上
都
市
人
口
は
地
方
人
口
よ
t

り
惑
に
少
を
が
故
仁
之
、
k
人
口
ー
に

の
比
例
よ
I

り
見
る
時
け
い
此
現
象
が

印
ち
例
閣
の
各
燃
に
於
け
る

人
口
十
鴻
仁
封
ず
る
怒
者
の
比
例
数
仁
於
て
都
市
と
地
方
と
を
比
較
す
れ
ば
左
の
如
し
(
オ
}

一
府
明
確
に
表
示
せ
ら
ゐ
。
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ダ

Y

氏
は
都
市
人
口
十
寓
人
に
付
十
三
人
以
上
の
卒
者
を
生
性
る
八
十
鈴
燃
を
恕
げ
食
れ
ど

都

市

と

人
h
物

後

生

と

の

関

係

一一五近
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沿
も
此
廃
に
は
同
一
白
人
以
上
を
生

b
t
る
諸
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の
み
を
鍋
十
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以
上
の
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表
は
オ
ー
ダ

シ
民
の
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呉
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1
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延
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究
上
侠
利
の
矯
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め
少
し
く
限
序
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此
表
じ
依
t

り
都
市
及
地
方
の
人
口
十
高
じ
濁
ず
る
摩
者
の
比
例
を
比
較
す
れ
ば
非
常
な
る

都
市
川
主
人
物
級
生
之
の
t

調

係

0・

‘ 
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日}蕊
h
叩
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部
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市
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生
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係

日一五
λ

~a 

差
異
あ
る
rζ

一
目
瞭
然
一
党
る
べ
く
採
に
オ
ー
ダ
シ
氏
の
原
表
に
擦
AJ
八
十
鈴
服
会
機
仁
就
℃

之
を
比
較
す
る
に
都
市
皐
者
の
比
例
数
は
地
方
感
者
の
比
例
数
の
十
一
一
一
僚
に
し
て
前
者
は
人

日
十
寓
に
釣
し
て
レ
七
十
必
入
な
る
仁
後
者
は
僚
に
六
人
に
過
ぎ
ホ
/
。

謝
し
て
巴
里
山
川
出
産
し

セ
る
愚
者
の
み
仁
、
て
千
一
一
一
百
四
十
一
人
あ

b
、
主
他
の
大
都
市
に
於
て
生
れ
北
る
感
者
は
ご
千

'
七
百
五
十
レ
七
人
義
他
の
地
方
仁
於
て
は
依
仁
千
ニ
百
九
十
四
人
仁
し
て
巴
里
の

一
市
仁
だ
持
、

及
ば
ホ
ノ
。

故
に
若
倣
閥
抗
位
協
が
巴
里
と
同
一
の
比
例
を
以
て
革
者
を
止
は
み
少
之
せ
ば
笠
際
数
六

千
三
百
八
十
二
人
の
代
仁
五
市
三
千
六
百
四
十
人
な
J

り
し
な
る
べ
a

く
、
丸
薬
他
の
大
都
市
の
比

例
に
す
れ
ば
ニ
前
向
ニ
千
六
十
人
な

b
し
な
る
べ
し
。

叉
反
蜘
叫
に
倣
…
閥
会
慨
が
地
方
l
L
同
一
の

産
出
カ
を
有
せ
p

り
と
す
れ
ば
倣
図
的
学
者
の
数
は
僅
に
千
五
百
廿
一
一
一
人
の
み
J

と
な
よ
ソ
し
な
ら
ん
。

調
去
の
結
果
此
の
如
く
な
る
に
都
市
に
人
物
宮
生
也
、
?
と
は
一
般
仁
信
性
ら
る
h

所
仁
し
て

バ

ジ

ヨ

ッ
ト
は
『
都
市
の
如
を
疲
熔
せ
る
土
地
仁
偉
人
を
生
、
下
J

る
乙
と
稀
な
f

り
』
と
一
五
び
リ
ヒ
テ

ル
は
『
詩
人
以
営
都
に
生
れ
ポ
f
b
と
川
町
山
ω
ギ
・
吋
ノ
一
ア
シ

グ
ス
一
氏
は
其
悲
壮
命
日
的
m
T

原
理
に
『
天
才
が
都
市

へt

が
相
官
を
綿
密
}
徳
&
積
み
事

-E
成
し
名
を
揚
ヤ
る
の
械
に
お
め
る
割
合
に
は
人
物
少
く
、
地
方
人

士
以
是
等
の
機
合
を
抗
ふ
る
乙
と
州
知
を
割
合
仁
成
功
ず
寸
心
部
の
多
念
、
が
潟
仁
、
サ
的
資
敏
仁
於
て

宅
地
方
ド
人
…
物
多
色
採
に
思
は
れ
北
る
潟
な
ら
ん
か
。

今
此
彪
仁
急
速
に
、
確
一
定
し
花
る
統
計

を
作
る
乙
と
を
得
?
と
雌
宅
、
都
市
の
人
口
に
封
ず
る
都
市
出
生
の
感
者
の
比
例
鍛
之
、
地
方
人

じ
し
て
都
市
下
出
で
大
る
唱
の
h
b

総
数
に
封
ず
る
都
市
に
於
て
修
養
の
紡
mm
人
物
と
し
て
知

ら
る
E
B

に
歪
れ
る
地
方
人
士
の
比
例
放
と
左
比
較
す
れ
ば
、
後
・
者
は
前
者
に
勝
る
乙
と
績
な
る

べ
し
、
是
れ
は
笈
を
負
ふ
て
都
舎
に
出
づ
る
愚
生
、
志
を
抱
て
郷
関
宮
俳
ず
る
青
年
体
拡
大
抵
多

吋 ..1-.，....-.-....-..夕、 均一・...・
!竃，、

一.
一ー)、，ー 一一、、

少
の
志
を
有
し
、
一
万
翁
之
才
気
に
盈
ち
北
る
沙
も
の
な
る
べ
け
れ
ば
な
よ
ツ
。

ー
及
一
プ
ヌ
チ
の
如
を
は
町
天
才
の
多
数
は
地
方
下
生
れ
て
都
市
仁
死
ず
h

と
一
五
ヘ
t
り。

憾
質
上
の
比
較
ょ
ん
二
五
へ
ば
地
方
入
拡
慨
し
て
都
人
士
に
優
る
が
如
し
、
ギ
ヅ
デ
ジ
グ
ス
氏
の

如
き
も
『
中
流
以
上
の
農
民
印
包
有
一
服
な
る
回
合
民
に
し
て
白
己
の
所
有
地
を
耕
作
す
る
唱
の

は
最
も
高
き
生
活
力
を
有
ず
る
階
級
(
く
…
片
山
一
日
付
句

-cva)に
し
て
主
と
し
て
枇
舎
の
餓
カ
を
文
持
し

-
公
れ
、
ば
ロ

シ
プ

可宜

ソ

叉
一
般
に

英
生
長
を
確
定
な
ら
し
む
る
も
の
な

b
乏
に
開
削
す
る
郎
社
粉
仰
け
の
有
潟
者
は
，
践
を
捺
し
て
都

29 

舎
の
地
仁
来
集
し
成
拡
・
授
業
界
仁
雄
飛
宮
山
融
み
ん
と
し
戒
は
感
術
絵
伴
等
感
識
を
W
討
す
る
栄

都

市
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人

物
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生

と
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関

係

吋
一
五
九
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穂

市

主

人

物

撤

抗

生

と

の

関

係

務
に
従
事
し
て
成
功
を
牧
め
ん
と
し
つ
也
、
あ
f

り
。
都
市
の
住
民
に
も
此
階
級
に
厨
ず
る
も
の

亦
多
し
と
雌
竜
之
を
地
方
地
主
農
民
の
大
多
数
な
る
仁
比
す
れ
ば
僅
に
九
牛
の
一
毛
に
過
ぎ

歩
』
と
て
都
合
は
回
合
人
に
依
A
d
て
人
物
を
供
給
せ
ら
れ
て
其
繁
熔
配
給
持
ず
る
刃
も
の
な
る
乙

と
を
論
定
…
し
北
1
9
0

然
る
仁
統
計
上
都
合
生
れ
の
者
に
卒
者
多
く
、
地
方
生
れ
の
者
に
少
を
は
何
故
な
J

り
や
。

日一六
O

是
倒

よ
ー
ク
先
に
云
へ
る
が
如
く
都
合
は
人
口
密
集
し
て
赴
合
的
の
勢
カ
接
強
く
叉
種
々
雑
多
の
機

合
仁
遭
遇
し
易
く
個
人
が
自
己
の
人
格
を
陶
冶
す
る
に
最
が
も
好
都
令
な
る
が
故
な
ら
み
ア
ん
ば

a 
.' 

あ
ら
歩
、
都
市
に
生
れ
花
る
る
の
は
誕
生
活
力
の
皮
に
於
て
悶
合
淡
じ
及
ム
乙
と
能
は
歩
・
こ
す

る
司
教
育
上
枇
舎
上
皐
術
上
政
治
上
自
己
犠
践
の
機
舎
を
得
る
と
と
蕗
多
〈
、
結
局
荷
電
英
資

質
あ
る
唱
の
は
殆
ん

ε悉
く
向
上
の
機
舎
を
拠
ふ
る
事
を
得
ぺ
く
、
回
合
に
生
れ
大
る
告
の
は

英
資
質
あ
る
唱
の
と
雌
竜
之
を
後
述
せ
し
む
る
機
舎
を
逃
し
所
南
総
足
を
の
ん
山
る

E
能
は
ヂ

.~:r ，‘ 

し
て
窓
し
く
糟
糠
に
伏
し
て
若
死
す
る
唱
の
多
き
が
翁
な
る
べ
し
。

、、〈説r
帽

ん
ば
池
田
帯
日
露
碗

h
v
S
る
鶏
に
し
〈
兎
礁
と
捧
ん
か
所
な
か
ち
ん
@

人
口
密
集
の
地
は
人
E
C
人
と

r; 

相
援
す
る
機
舎
多
〈
隠
て
人
格
養
成
の
目
的
を
達
し
易
し
、
悲
れ
・
都
舎
に
人
物
多
弘
法
所
以
な

60

然
れ
ど
宅
都
合
じ
人
物
多
を
口
県
原
図
拡
都
食
生
活
謀
者
じ
あ
ち
歩
。
ロ
ハ
都
食
生
活
が
.
供
給
す

る
所
の
機
官
邸
弘
人
間
交
通
の
仮
宣
下
蹄
ナ
ベ
を
も
の
な
る
を
以
て
縦
し
ゃ
水
道
の
水
品
、
産

湯
を
使
ぴ
大
阪
天
捕
の
巽
中
で
お
臨
時
時
を
あ
げ
食
る
も
の
と
一
五
へ
ど
弘
、
都
市
が
供
給
す
る
機
舎

を
捕
ふ
る
乙
と
を
知
ら
-WJ
混
然
と
し
て
日
を
沼
崎
、
。
ば
弧
烏
の
中
に
一
生
を
絞
る
唱
の
と
同

b

く
少
し
が
も
得
る
所
な
が
る
べ
し
。

結
局
人
格
の
養
成
は
外
来
の
刺
般
に
待
つ
所
勢
多
し
と
隊

弘
必
・
ヂ
自
己
の
努
カ
が
之
に
伴
、
か
乙
と
を
要
ず
故
仁
都
市
生
活
は
決
し
て
人
物
議
生
に
紋
く

べ
か
ち
合
る
依
件
に
あ
ら
歩
、
必
此
彪
に
在
ち
合
れ
ば
見
れ
ど
も
見
え
ヂ
聞
け
ど
も
悶
え
歩
。
山

仁
入
て
薪
を
見
合
る
も
の
す
ら
あ
ら
、
去
れ
ば
志
な
を
者
は
如
何
h
L

知
識
の
畿
圏
仁
在
E

り
と
も

自
ら
裳
外
岡
の
勢
力
を
掃
滅
す
る
乙
と
能
は
歩
資
の
山
仁
入
L
ツ
て
子
を
尽
く
し
て
蹄
る
も
の

h

如
く
な
ち
ん
の
噌
内

恥
合
来
、
花
開
け
ポ
ノ
、
交
誼
ド
ト
ザ
小
俣
多
く
往
来
じ
硲
擬
多
さ
時
代
じ
在
F

り

て
は
人
間
相
互
の
戚
ル
仰
は
必
歩
直
接
に
業
言
語
感
動
じ
よ
L

リ
て
の
み
交
換
せ
ナ
り
れ
随
て
人
間

の
直
接
的
近
援
は
人
格
耕
礎
上
必
要
の
総
件
な
F

り
し
な
ら
ん
も
、
今
や
入
伐
の
機
関
以
非
常
仁

都

市

E
人

物

後

生

と

の

関

係

日
一
山
ハ
一
日

3l 
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治
歩
し
て
人
と
人
と
の
版
献
を
短
縮
せ
し
め
パ
泊
毘
に
一
ニ
虫
豆
腐
屋
に
五
虫
し
の
山
川
虫
も
感
校
部

一一ー六十一一

32 

使
新
聞
餓
滋
等
の
カ
に
よ
1

り
て
建
問
の
一
枇
命
日
仁
宅
容
易
に
交
通
す
る
乙
と
を
得
る
に
蕊
1

9

粉

紳
的
距
蹴
は
日
々
接
近
し
つ

h

ぁ・
60
-
去
れ
ば
す
日
否
今
日
も
幾
分
か
都
市
生
活
の
特
械
な

る
人
絡
修
誌
の
好
機
舎
は
漸
次
地
方
に
も
均
等
に
分
配
せ
ら
る

h

の

日

ゐ

る

べ

く

叉

今

日

と

離
も
凶
合
生
活
営
な
す
唱
の
自
己
の
努
力
に
よ

b
新
悶
雑
誌
書
籍
手
飾
業
他
あ
ら
ゆ
る
方
件
前

を

利

用

し

て

枇

舎

の

刺

戟

を

受

け

多

数

の

人

と

粉

械

的

に

交

越

す

る

乙

と

を

勉

め

ん

仁

は

地

方
の
自
然
的
不
利
益
を
償
び
得
て
業
給
眠
不
必
な
き
都
人
士
仁
釘
勝
つ
乙
之
敢
て
搬
を
に
あ
ら

合
る
ペ
し
。

以
上
一
品
ぴ
西
洋
感
者
の
統
計
を
蒋
λ
ソ
一
般
舎
の
勢
カ
人
問
の
努
力
の
人
物
議
生
に
'
如
何
に
有
効

に
!ν

て

闘
の
隆
雌
ハ
一

身
の
成
功
は
自
然
的
依
件
よ
t

り
告
人
斜
町
勢
力
に
織
る
腕
多
を
を
論

せ

ら。

狛

日

本

に

於

け

る

都

市

と

回

合

と

の

人

物

議

生

に

闘

す

る

統

計

を

捜

し

深

く

之

を

碗

， 

(、/_~_. _. 
‘..' 

究
せ
ば
多
大
の
利
盆
と
興
味
と
を
後
見
し
得
べ
し
と
雌
述
、
今
袋
に
之
を
一
部
ナ
乙
と
を
得
な
る

は
余
の
大
仁
遺
憾
と
す
る
所
真
に
機
合
を
見
て
再
読
す
る
所
あ
ち
ん
と
す
。
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上

総
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